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対象期間：令和 5年１月２１日～令和 6年１月２０日 

 

発行日：令和 6年 7月 3日 
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レレ ポポ ーー トト  
２２ ００ ２２ 33  



 １ 

～地域、産業、そしてそこに集う人々の幸せこそが商いの原点～ 

吉岡幸は、大正８年の創業以来、「地域、産業、そしてそこに集う人々の幸せこそが商いの原点

である」との企業理念のもと、『建設・産業資材のトータルサプライヤー』として鋼材・機材・管材と

いった商品の流通を担ってまいりました。 

私たちはエコアクション２１環境経営に取り組んでいます。 
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会 社 名 

吉岡幸株式会社 

 代表取締役会長 兼 CEO 

吉岡 正盛 

創 業 

大正８年５月 

設 立 

昭和２５年１月 

資 本 金 

 ４，８５０万円 

社 員 数 

 ２０７名（令和６年５月１６日） 

売 上 高 

 ２０６億８千万円（令和６年１月期） 

 

対 象 事 業 所                       社 員 数  床 面 積  

 本社  福井県福井市宝永３丁目２２-５    ４１名      ３２４㎡ 

 鯖江支店 福井県鯖江市御幸１丁目２-１０    ３９名    ４，１８１㎡ 

 敦賀支店 福井県敦賀市莇生野７４        １５名    ２，１４４㎡ 

 石川支店 石川県能美市山口町カ５６       １７名    ２，１６０㎡ 

 鋼材センター 福井県福井市石盛町１０１       ２４名    ６，５５０㎡ 

 管材センター 福井県福井市二の宮１-１４-２７   ３０名    ４，６３９㎡ 

 機工センター 福井県福井市二の宮１-１２-１７   ３６名    ２，１７０㎡ 

 テクノセンター 福井県福井市二の宮１-１２-７     ０名      ８３６㎡ 

富山営業所 富山県富山市問屋町２-１０-３６    ５名      ５４０㎡ 

 

事 業 活 動 

鋼材、非鉄金属、工作機械、鍛圧機械、伝導用品、工具、 

土木・配管・建築資材、住宅設備機器等の卸販売 

 

環境管理責任者 管理本部長 田中 伸和 

EA21事務局 総務部 吉田 享平 

TEL：0776-22-2211  FAX：0776-21-4515  E-mail：yoshiokakoh@yoshiokakoh.co.jp 

認証・登録の範囲：全組織・全活動 

企  業  概  要  
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エコアクション２１組織図 

 

 

 

 

 

 

～取扱商品～ 

 

Ｓ Ｔ Ｅ Ｅ Ｌ 

 鋼材・非鉄金属材・建築資材 

 

Ｍ Ａ Ｃ Ｈ Ｉ Ｎ Ｅ 

 工作機械・鍛圧板金機械・工具・産業機器・伝導用品・環境機器 

 

ＨＯＵＳＩＮＧ ＰＡＲＴ 

 住宅設備機器・配管機材・自動制御機器・OA機器他 

事業概要 -建 設 ･産 業 資 材 の 卸 販 売 - 
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２０２２年度 

（実績値） 

２０２３年度 

（目標値） 

２０２３年度 

（実績値） 

目標比 

実績増減率 

原単位増減率 

CO2排出量 (kg-CO2) 806,604.29 790,472.2 786,402.51 -0.5148% 

原単位 (kg-CO2/百万円) 32.56 34.22 38.03 +11.134% 

CO2排出量(電気のみ) 

(kg-CO2) 
199,236.48 195,251.75 193,771.68 -0.758% 

電気 (kWh) 415,076 406,774.48 388,320 -4.537% 

原単位 (kWh/百万円) 16.76 17.61 18.78 +6.64% 

都市ガス (㎥) 63.0 61.74 15.00 -75.7% 

原単位 (㎥/百万円) 0.0025 0.0027 0.00073 -72.96% 

プロパンガス (㎥) 131.1 128.48 116.74 -9.14% 

原単位 (㎥/百万円) 0.0053 0.0056 0.0056 ±0% 

灯油 (Ｌ) 2,813.58 2,757.31 3,370 +22.22% 

原単位 (L/百万円) 0.11 0.119 0.163 +36.97% 

ガソリン (Ｌ) 98,229.85 96,265.25 96,143.48 -0.126% 

原単位 (L/百万円) 3.97 4.17 4.65 +11.5% 

軽油 (Ｌ) 143,999.43 141,119.44 139,701.28 -1.005% 

原単位 (L/百万円) 5.81 6.11 6.76 +10.6% 

水道 (㎥) 1,753 1,717.94 1,974 +14.9% 

原単位 (㎥/百万円) 0.071 0.074 0.095 +28.4% 

一般廃棄物 (kg) 4,037.3 3,956.55 4,296 +8.6% 

原単位 (kg/百万円) 0.16 0.17 0.21 +23.5% 

産業廃棄物 (kg) 20,130 19,727.4 7360 -62.7% 

原単位 (kg/百万円) 0.813 0.854 0.356 -58.3% 

売上高 (円) 

2022年度 202３年度 2023年度 前年比 

２４７億７千万 ２３１億 ２０６億８千万 
４０億９千万減 

（−１６．５％） 

注) 2022 年度北陸電力基礎排出係数 0.499 ㎏－CO2/kWh  

＊原単位：環境負荷／2023 年度売上高 

環境負荷の状況  
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2023年度 環境目標・実績及び評価 

 目標 結果 評価 

二酸化炭素 

排出量 

2022年度比 2%%削減 

790,472.2kg以下 

原単位 34.22 

-0.5148% ○ 

+11.134% △ 

水使用量 

2022年度比 2%削減 

1,717.94 ㎥以下 

原単位 0.074 

+14.9% △ 

+28.4% × 

一般廃棄物 

排出量 

2022年度比 2%削減 

3,956.55kg以下 

原単位 0.17 

+8.6% △ 

+23.5% × 

グリーン 

購入 
グリーン購入事務用品 30%以上 

グリーン購入件数比率 

32.4 % 
○ 

環境 

ＰＲ活動 

環境優良商品を紹介する 

 

展示会の継続実施 

ゴールデンフェア動員 

10,608 名 (p.10,11) 

 

オータムフェア動員 

540 名 (p12) 

○ 

注) 2022年度北陸電力の電気事業者調整後基礎排出係数 0.499㎏－CO2/kWh 

二酸化炭素排出量、水使用量、一般廃棄物排出量は原単位にて評価する。 

原単位は 2023年度売上高を基準として計算。 

 

【評価基準】 

○ ： 目標達成 

△ ： 目標より 0～15％未満 

× ： 目標より 15％以上 

環境目標と達成状況  
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1. 二酸化炭素排出量   

各実施事項の末尾に記載の(○、△、×)は、実施状況の年間評価です。  

評価基準は、以下の通りとします。 

〇：実施した・効果あり、△：実施した・効果なし、×：実施せず 

・目標達成のための実施事項は、以下に記載の、節電、エコドライブ、燃料節減（灯油・都市ガス・

プロパンガス）の各実施事項による。 

 

1.-1) 節  電  

・昼休みは、不必要箇所の照明を消す。（店頭は除く）----評価：○ 

・外出する場合など長時間席を離れる場合はモニター及びコンピューターの電源を落とす。（伝票

出力用の端末を除く）----評価：○ 

・閉店後（残業時）は使用箇所の空調、照明以外消灯する。（当番確認）----評価：○ 

・退社時はコンピューター、プリンター、コピー機の電源を落とす。----評価：○ 

・情報システムチームは２４時間稼働必要なサーバー・端末にテプラで明記し、節電行動によるト

ラブルが発生しないよう管理する。----評価：○ 

・トイレの照明、換気扇は使用時以外消しておく。----評価：△ 

・出社時の空調設備は一度に全て入れない。----評価：○ 

・空調設備は各事業所の環境に合わせ設定温度を定め管理する。----評価：○ 

・一時的にでも過剰な温度設定は空調設備・電気設備に負荷を与えるだけで効果が低いので行

わない。----評価：○ 

・可能な限り、入荷日・入荷時間を調整し荷受け作業による時間外労働を削減する。 

----評価：○ 

・クールビズ・ウォームビズなど季節・環境に対応し、適切で安全な服装をする。----評価：○ 

・電気またはガスを使用し、お湯を沸かす際は適量に努める。----評価：○ 

・倉庫で使用している高天井用照明を水銀灯から LED照明へ切り換える。----評価：○ 

 

実施事項については、全項目について概ね実施出来たと評価しているが、トイレの便座が開けっ

ぱなしになっていたり、夏の時期に高温設定になっていたりと、個人ではなく全員で使用している

部分での節電が疎かになっていると感じる。使用する頻度が高いので、一人ひとりが意識するよ

うに心掛ける。 

 

1.-2) エコドライブ(ガソリン･軽油) 

・交通規則を守り、急発進、急加速、急ブレーキ、急ハンドルなど「急」のつく運転を行わない。

----評価：○ 

・車両管理者は、空気圧等始業前点検を行う。----評価：○ 

具体的な取り組み  
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・アイドリングストップに努める。----評価：○ 

・車両を離れる際は、キーを抜き施錠する。----評価：○ 

・出入り業者等にも敷地内でのアイドリングストップを要請する。----評価：○ 

 

実施事項については、全項目について実施出来た評価している。新型コロナが落ち着き車での

移動が増え、車の台数も増加しているが、燃費の良い車や電気自動車の導入で、以前と同じ使

用量を維持している。 

 

1.-3) 燃料節減（灯油・都市ガス・プロパンガス） 

・クールビズ・ウォームビズなど季節・環境に対応し、適切で安全な服装をする。----評価：○ 

・電気またはガスを使用し、お湯を沸かす際は適量に努める。----評価：○ 

・就業時間内の業務集中に努め、ノー残業日を設定する。----評価：○ 

 

ガスの使用量は年々減少している。灯油に関しては積雪(寒さ)の関係で使用量が増減するので

なかなか対応が難しいが、服装や使用場所を制限、時間外労働を減らし少しでも使用量を減ら

すように努める。 

 

2. 水使用量（節水） 

・散水時、清掃時また台所、トイレでの水道使用時は節水に努め、蛇口の閉め忘れが無いか必

ず確認する。----評価：○ 

 

使用量の掲示によって、節水に対しての意識向上に努める。 

 

3. 廃棄物等排出量 

・価格表、見積書、納品書、請求書及び個人情報・社内機密事項の記載された書類は裏紙として

使用しない。この場合、破ったりまるめたりせず記載箇所又は全てを必ずシュレッダーにかける。

----評価：○ 

・ゴミの排出量を削減するため分別を行い、リサイクル率を高めるよう努める。----評価：○ 

・段ボール紙、新聞紙、雑誌、カタログは出来る限り金具等を外し、再資源化する。----評価：○ 

 

裏紙の使用や廃棄物の仕分けなど、ゴミが発生した後の取り組みは意識して実施されるようにな

ったが、印刷のサイズ・印刷の枚数･印刷の向き・印刷するプリンター･印刷したいページなど、印

刷前での間違いで多くの紙を無駄にすることがあるので、今一度印刷前の確認を徹底するよう

努める。 

 

4. 環境ＰＲ活動（循環型社会への PR 活動） 

・物品購入には、積極的に環境優良商品を購入する。（グリーン購入）----評価：○ 

・環境優良商品を優先的に宣伝・販売する。----評価：○ 

・環境優良商品の社内・社外講習会に参加する。----評価：○ 

・納入業者・仕入先に、環境優良商品の紹介を要請する。----評価：○ 
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・納入業者・仕入先に、梱包材の簡素化又はリサイクル可能なものでの納品を要請する。 

----評価：○ 

・入荷品に入ってくる梱包材は出荷時の梱包材として再利用する。その際、送り状等の除去、仕

入先からの納品書・請求書が入る事無いよう注意する。----評価：○ 

・使用済み封筒は、社内連絡用や商品の梱包用として再利用する。この際、元の宛名を消し誤配

の発生しないよう注意する。----評価：○ 

・必要以上と思われる量の残っているカタログは返却等整理し、次回受入数の参考にする。 

・定期配布カタログは早期に配り終える。----評価：○ 

・仕入先・メーカーに協力を要請し大型総合カタログ等の最新版発刊の際はお客様から旧版の回

収を行う。----評価：○ 

 

環境優良商品をフェアや営業でお客様に PR するだけでなく、社内で使用している環境優良商品

の掲示などを行い、社員一人ひとりの環境優良商品に対しての意識向上に努める。 

 

5.その他活動（紙使用量削減、化学物質管理） 

 

・社内の連絡・通達事項は、サイボウズ（社内掲示板）、DocuWorks (ペーパーレスファックス)を利

用し紙媒体、ＦＡＸによる回覧・連絡は必要最小限にとどめる。----評価：○ 

・小切手・手形の発行・集金等を、振込や電子記録債権（でんさい）に切り替えて削減し、効率化

を図った。----評価：○ 

・リモート会議システム（ZOOM）を利用し、会議のスムーズな進行が可能となったとともに、他部

署から本社への移動、会議の遅延といった無駄を省いた。----評価：× 

・取扱っている化学製品の SDSを事業所内に設置する。----評価：○ 

・SDS より含有する化学物質を把握し、年度末に在庫として購入した化学製品の数量を集計後、

PRTR法に該当する物質の在庫量を把握した。----評価：○ 

 

新型コロナが落ち着き 2 類から 5 類に引き下げられたことによって、リモートでの会議がほぼなく

なり、コロナ渦以前の対面での会議が増えた。しかし、コロナ渦を経験したことにより、予定時間

を過ぎての会議が減り、データでの資料配布や発表が増え紙使用量が減少した。 
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-赤十字レッドライトアッププロジェクト- 

毎年、日本赤十字社が全国に呼びかけているレッドライトアップキャンペーンに今年も協力させてい

ただきました。5月 8 日には、新型コロナウイルス感染症が感染症類の 2類から 5 類に引き下げられ

ます。ライトアップが終わりとともに、コロナ前の日常が戻ってくることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 6月 3･4･5 日 2023ゴールデンフェア開催- 

5年ぶり 10回目となるゴールデンフェアを今年は開催いたしました。全国から 253 社のメーカー様、商

社様に出展いただきまして、3日間で 10,608 名のお客様がお見えになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年トピックス

環境負荷の状況  
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-献血 テクノセンターにて- 

今年も弊社テクノセンターに日本赤十字社から献血車が来ました。社会貢献活動の一環として毎年実

施しており、今回も 20 人ほどの社員が献血に協力させていただきました。夏場はどうしても献血する

方が減るとの事で、血液センターの職員さんも大変喜んでいらっしゃいました。 

 

 

 

 

 

-グリーンボールプロジェクト- 

｢小さなエコを、大きなエコへ。たくさん集まることでできること｣理念としている、グリーンボールプロジェ

クトに弊社も参加しております。製造業のサプライチェーンの流れの中で環境配慮商品の販売をして

いくことで、微力ながらも温室効果ガス削減に貢献していきたいと思います。 
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-サステな！2023- 

2021年から福井新聞紙面を使った地域社会への持続可能な社会づくりを訴求した取り組みで、弊社

も毎月の社内外の清掃時に、養浩館庭園周辺の清掃活動をするなど、微力ながら持続可能な地域社

会に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-10月 26日 オータムフェア開催- 

6月に開催したゴールデンフェアに続くアフターゴールデンフェアという位置付けで、43社のメーカーに

ご協力いただいて開催させていただきました。 
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-テクノフェア 2023- 

福井県産業会館でテクノフェアが開催されました。コロナ禍が終焉したこともあり、多くの人が来場して

いました、弊社は電子黒板、AIを使った識別システム、ピッキングガイド付きの在庫管理システムを展

示しました。 

 

 

 

 

 

 

-健康経営優良法人 2023認定- 

従業員一人ひとりとその家族の心身の健康保持･増進に取り組んでおり、今年度も日本健康会議

(*1)から健康経営優良法人 2023 に認定登録されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1少子高齢化が急速に進展する日本において、国民一人ひとりの健康寿命延伸と適正な医療について、民間

組織が連携し行政の全面的な支援のもと実効的な活動を行うために組織された活動体 

 

-ふくい水素エネルギー協議会- 

2021年 5月に福井県内に次世代エネルギーである水素の利用促進と関連産業の創出を目的と

して発足した一般社団法人「ふくい水素エネルギー協議会」に吉岡幸も理事として就任しました。

今後は水素エネルギーを通じて、産業振興と地域活性化に貢献し、地域循環型の地産地消エネ

ルギーシステム及び社会システムを普及・浸透させ、持続可能かつ快適で豊かな環境及び生活

の実現に向けて活動していきます。 
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 １５ 

 

石盛ベイスの鋼材センター（2013 年）、二の宮ベイスの管材センター（2014 年）、機工センター

（2016 年）で発電した電力の売電を継続しています。今年度は３か所にて合計 190,677 kWh 発電

しました。全社の使用電力量 388,320kWhの約 49%を発電できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【管材センター】 

 

 

 

 

 

 

 

【鋼材センター】 

太陽光発電 2023 年度実績  



 １６ 

 
 

従来から、大気汚染、水質汚濁、悪臭、騒音等について、違反はなく、周辺地域その他からの苦

情、関係機関等からの指摘、及び訴訟等もありません。 

主な法規名称 要求事項 遵守状況 

環境基本法 

事業活動による公害防止・環境負

荷低減・国又は地方公共団体の環

境保全施策に対する協力 

遵守 

悪臭防止法 規制地域内の規制基準遵守 遵守 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 
廃棄物の適正処理 

保管基準・委託基準の遵守 
遵守 

特定家庭用機器再商品化法 特定家庭用機器廃棄の適正処理 遵守 

浄化槽法 保守点検及び清掃の義務 遵守 

下水道法 行為の制限等 遵守 

フロン排出抑制法 

簡易点検・定期点検の実施、充填・

廃棄等業務の法定業者への委託、

必要書類の保存 

遵守 

ＰＲＴＲ法 
該当する化学物質の管理（適正な

取扱い、取扱量把握） 
遵守 

 

 

環境関連法規への違反、訴訟等の有無  
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  基準値 目 標 

  2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 

二酸化炭素 

排出量 

kg-CO2 786,403 770,675 755,262 740,157 

kg-CO2/百万円 38.03 37.27 36.52 35.79 

水使用量 

m3 1,974 1,935 1,896 1,858 

m3/百万円 0.095 0.093 0.091 0.089 

一般廃棄物 

排出量 

kg 4,296 4.210 4,126 4,043 

kg /百万円 0.21 0.206 0.202 0.198 

グリーン購入 ％ 32.4 30以上 30以上 30以上 

環境ＰＲ活動 環境優良商品を紹介する展示会・セミナー講習会を開催する 

化学物質管理 PRTR法に該当する物質の年度末在庫量を把握する 

 

1. 二酸化炭素排出量は毎年基準値から 2％ずつ排出量を削減する原単位目標とし、排出量は

売上高が基準年と同一の場合の排出量とする。 

 

2. 水使用量は毎年基準値から 2%ずつ使用量を削減する原単位目標とし、使用量は売上高が

基準年と同一の場合の使用量とする。 

 

3. 一般廃棄物排出量は毎年基準値から 2%ずつ排出量を削減する原単位目標とし、排出量は

売上高が基準年と同一の場合の排出量とする。産業廃棄物は排出量を把握する。 

 

4. グリーン購入は事務用品の購入件数の比率とする。 

 

5. 原単位目標は 2023年度売上高を基準とする 

2023 年度以降の環境系目標  
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2024年 3月 1日 

代表者 
環境管理
責任者 

吉岡 田中伸 

①環境管理責任者は以下のことを確認し、必要な処置を取ります。 

    問 題 点 対策・改善内容 

環境目標・環境活動計画

が予定通りか 
適 

何より価格を優先するユー

ザーが一定数いる。 

展示会、講習会でのユーザーへの

啓発や、社員自身が知識を得て、

こちらから環境商品の提案をする

など、両方の意識改革を行うよう努

める。 

法律を守っているか 適 
遵守している。  

前回の全体評価により行

われた改善の効果 
有 

緊急事態訓練および内部

監査の定期実施化。 

各事業所それぞれの消防訓練およ

び内部監査の定期的に実施するよ

うにした。 

取組活動が、事業所に 

とって有意義かどうか 
有 

意識付けには成功したと思

うが、自発的に行動するま

でには至っていない。 

更なる削減を目指すために、口頭

での呼びかけだけではなく、掲示

物などを利用して、視覚から紙、ご

み、電気、水道水の削減に意識が

向くように訴えかけるようにしてい

く。 

 

②代表者は、①の結果より以下のことを行います。 

 必要性 変更の内容 

環境方針の内容変更 有 ・ 無 
特にありません。 

環境目標、環境活動

計画の内容変更 
有 ・ 無 

変更はありませんが、現状の数値を維持・向

上すると同時に、展示会や講習会の開催によ

り、営業における環境幸動の更なる強化に努

める。 

その他、環境経営シ

ステムの内容変更 
有 ・ 無 

変更はありませんが、インボイス制度等の電

子化の流れにのって、より一層のペーパーレ

ス化に努める。 

 

全体の取組状況の評価及び見直し記録  
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総 括 
 

令和５年度を振り返るとやはり何といっても2023ゴールデンフェアを語らずにはいられ

ません。６月３～５日、福井県産業会館において出品メーカ数 235 社、お客様の動員数約

１万人という福井県内では最大規模の産業・機械工業の見本市です。この展示会では工作

機械や産業機械、作業工具、管工機材、住宅設備機器などの商品を展示して商談をすると

いうものです。新型コロナが２類から５類に移行し、社会が普通の空間を取り戻してきた

状況下での展示会でした。出品メーカ様より環境対応型の商品や自動化あるいは時間短縮

などを提案する新しい工法、新しい商品が数多く展示されました。そういう意味では環境

意識を訴求する展示会になったと確信しております。 

今、世界は極端な温暖化の危機にさらされています。2024 年の春(３～５月)、世界の平

均気温が統計を取り始めてから過去最高を更新したそうです。私たちが継続的に社会生活

を営み経済活動をするためには、これ以上の温暖化を食い止めなければなりません。その

小さな一歩が EA21 という職場における環境幸動ではないでしょうか。日々の節水、節電、

エコ運転やゴミの分別仕分けといったストイックな取り組みから、前述のゴールデンフェ

ア等を活用した環境優良商品の販売など、より積極的な環境幸動まで広範囲に取り組んで

います。 

ただ地球環境問題においては前述の地球温暖化による豪雨災害をはじめ夏場の猛暑など

待ったなしで取り組む課題が数多く存在しています。私たちの環境経営の地道な取り組み

も意義深いものであると感じております。令和５年度経営指針「伝幸説果、ここに幸あり」 

正しく理解し素早い幸動が温暖化を食い止め持続可能な社会づくりに繋がるものと確信し

ています。平成 17年に開始した EA21の活動も 19年が経過しました。その間、コンサルタ

ントの先生方に多くのご指導をいただき、自然に環境幸動ができるように成長してきたと

自負しております。さらなる困難が待ち受ける地球環境を守るために、引き続きこの環境

経営を地に足をつけて全社員で取り組むことを誓い、総括とさせていただきます。 

 

令和６年 ７月 

吉岡幸株式会社 

代表取締役会長兼 CEO 吉岡正盛 

 


